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1-1.研究動機

商店街のシャッター街化がしばしば問題になって

いるが、私達の高校周辺の長田神社前商店街等には

空き店舗があまり見られないことに気付いたため。

※商店街の定義
小売店、飲食店及びサービス業を営む事業所が近接

して30店舗以上あるもの（中小企業庁より抜粋）



1-2.研究目的

商店街活性化の要素を見つけ、その要素を一般化

して他の衰退している商店街を活性化させる時に

役立てること



1-3.研究の意義

人通りが多く、人同士の繋がりの場となっている商店街が衰退する

土地の活用 地域の治安

多くのデメリットが
生じる

〈なぜ商店街が活性化する必要があるのか？〉



1-3.研究の意義

商店街の空き店舗率が増える

見張り役となる人や商店が減る

商店街が無法地帯化する 不審者による事件が多発する

商店街の治安の悪化

さらに人がよりつかなくなる

負
の
ス
パ
イ
ラ
ル

〈商店街衰退によるデメリット〉



2.研究方法

調査方法 調査内容

文献調査 中小企業庁ホームページ

フィールドワーク
（新長田一番街、長田神社前商店街、

大正筋商店街、本町筋商店街、

西神戸センター街、六間道商店街）

インタビュー
(事業所の方に)

通行量調査

空き店舗数調査



3.結果と考察



資料１



0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

1
0
分
間
の
通
行
量

空き店舗率

高校周辺の商店街の10分間の通行量と空き店舗率の相関

本町筋商店街

新長田一番街

大正筋商店街

西神戸センター街

六間道商店街

・核となる建物がある
・空き店舗率が低い
・通行量が多い

・核となる建物がない
・空き店舗率が低い
・通行量が少ない

・核となる建物がない
・空き店舗率が高い
・通行量が少ない

長田神社前商店街

資料２
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高校周辺の商店街のパン屋の有無

本町筋商店街

新長田一番街 長田神社前商店街

大正筋商店街

西神戸センター街

六間道商店街

パン屋がある

資料３



商店街名 核となる建物 核と学校の連携

新長田一番街 鉄人２８号 高校生鉄人化まつり

長田神社前商店街 長田神社 花水木まつり・
夏越ゆかた祭

大正筋商店街 新長田一番街 ―

本町筋商店街 ― ―

西神戸センター街 ― ―

六間道商店街 ― ―

資料４



また、パン屋は「日常的に来店できる人」つまり

「地域の人」が商店街に訪れるきっかけとなっていると考えられる。

よって、商店街活性化の要素の一つとして

『地域の人に定期的に商店街を利用してもらうこと』

が仮定できる。

3-2.考察

〈パン屋で地域の人を呼び込む〉



パン屋がある

スーパーと比べて価格が高い

少し高価なパンを日常的に

買う所得層が多い

〈パン屋で地域の人を呼び込む〉

3-2.考察

賑わっていると言える商店街に
は核となる建物があった

商店街が活性化する要素の
一つだと仮定できる。



また、祭りなどの行事は「普段は訪れない人」つまり

「地域外の人」が商店街を知るきっかけとなっていると考えられる。

よって、商店街活性化の要素の一つとして

『核となる建物、またそれと地域の学校との連携があること』

が仮定できる。

〈核となる建物と学校との連携で外から人を呼び込む〉

3-2.考察



核となる建物がある

学校との連携で祭りを行う

地域外からも人を呼び込む

ことができること

賑わっていると言える商店街
には核となる建物があった

商店街が活性化する要素の
一つだと仮定できる。

〈核となる建物と学校との連携で外から人を呼び込む〉

3-2.考察



4.今後の展望

１．パン屋が商店街活性化の要素となりうるのか、実際にパン屋へ

インタビュー調査する。

➢ スーパーではなく、パン屋でパンを買う理由

➢ 指標とするパンの価格帯の調査（食パンとする）

➢ 利用客の年齢層



２．核となる建物と学校との連携が商店街活性化の条件となりうる

のか、詳しく調査する。

➢ 学校と連携した行事を行うことで商店街側に見込めるメリットは

どのようなものなのか

➢ 学校との連携の有無で祭りに来る人はどう変化するのか

（調査要素の例：客の年齢層・祭りの時の来街者数）

4.今後の展望
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